
　
 

元
戎
と
の
出
合
い 

　
森
さ
ん
は
戦
後
、
復
員
し
て
き

て
、
船
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
親

戚
の
つ
て
で
、
当
地
の
上
田
西
町

で
近
隣
の
人
々
と
漁
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
当
時
の
元
戎
社
は
鳴
尾
川
の
船

着
き
場
に
祀ま

つ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
、
地
元
の
漁
業
組
合
が
守
っ
て

い
ま
し
た
が
、
鳴
尾
の
漁
業
も
時

代
と
と
も
に
勢
い
を
失
い
、
組
合

の
存
続
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

組
合
で
は
解
散
後
、「
元
戎
社
は

西
宮
神
社
に
遷
し
て
は
ど
う
か
」

と
の
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
森
さ
ん
が
「
元
戎

は
自
分
が
今
後
も
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
申
し
出
た
の
で
す
。
話
し

合
い
の
結
果
、
森
さ
ん
が
元
戎
社

を
守
り
続
け
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　 

元
戎
へ
の
想
い 

　
な
ぜ
森
さ
ん
が
元
戎
社
を
引
き

受
け
る
決
意
を
し
た
の
か
…
。
　

　
今
と
な
っ
て
は
知
る
手
立
て
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦
後
、
復
員
し

て
き
て
、
鳴
尾
で
新
し
い
人
生
を

ス
タ
ー
ト
し
、
戦
後
の
混
乱
期
の

中
、
漁
業
で
何
と
か
生
活
の
地
盤

を
築
く
こ
と
が
で
き
た
感
謝
と
と

も
に
、
由
緒
あ
る
元
戎
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
考
え
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　 

一
家
で
守
り
続
け
る 

　
そ
れ
か
ら
70
有
余
年
、
今
日
ま

で
森
家
で
守
り
継
が
れ
て
き
た
元

戎
社
。
平
成
23（
2
0
1
1
）年
に

森
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
を

引
き
継
い
だ
妻
の
ノ
ブ
エ
さ
ん
も

10
年
後
に
亡
く
な
る
と
、
娘
た
ち

で
、
今
日
ま
で
守
り
続
け
て
き
ま

し
た
。

　
森
さ
ん
夫
妻
が
存
命
中
は
毎
朝
、

祠
の
扉
を
開
け
、
榊さ

か
き

や
水（
酒
の
代

わ
り
）を
替
え
、
地
元
の
人
た
ち
が

自
由
に
お
参
り
で
き
る
よ
う
、
い

つ
も
自
宅
の
門
を
開
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
年
９
月
10
日
の
例

大
祭
に
は
、
西
宮
神
社
か
ら
宮
司

が
来
て
祝の

り

詞と

を
奏そ

う

上じ
ょ
う

し
、
２
人
の

巫み

女こ

が
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
祠ほ

こ
ら

の

前
で
奉
納
の
舞
を
舞
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
時
は
、
地
元
の
人
た
ち

も
普
段
に
も
増
し
て
多
く
参
拝
に

来
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
近
年
は
、
適
宜
祠
を
整
え
、
年

の
瀬
に
は
必
ず
し
め
縄
、
幕
を
新

し
い
も
の
に
取
り
換
え
て
、
新
年

を
迎
え
る
準
備
を
欠
か
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　 

遷せ
ん

座ざ

す
る
元
戎 

　
今
日
ま
で
伝
承
の
地
・
鳴
尾
で

守
ら
れ
て
き
た
元
戎
で
し
た
が
、

こ
の
た
び
の
土
地
処
分
に
当
た
っ

て
家
族
で
地
元
に
保
存
す
る
方
法

を
話
し
合
い
、
西
宮
神
社
の
吉
井

良
昭
宮
司
に
相
談
。
鳴
尾
の
地
に

保
存
す
べ
き
と
の
こ
と
で
、
鳴
尾

の
浜
を
離
れ
ま
す
が
、
鳴
尾
八
幡

神
社
へ
遷
座
さ
れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
船
着
き
場
に
あ
っ
た

祠ほ
こ
ら

は
、
森
さ
ん
宅
の
敷
地
内
に
遷

さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち

　　あ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と  

こ
の
ひ
と

こ
の
ひ
と

終
戦
か
ら
今
日
ま
で
、
鳴
尾
の
元も
と

戎え
び
す

を
守
っ
た 

故
・
森 

豊
氏
（
享
年
95
歳
）
と
そ
の
家
族

　
上
田
西
町
に
あ
っ
た
元
戎
社
が
昨
年
11
月
、
鳴
尾
八
幡
神
社

に
遷う
つ

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
伝
承
の
地
で
長
く
元
戎
を
守
っ
て
き
た
、
故
・
森
豊

さ
ん
と
そ
の
家
族
を
紹
介
し
ま
す
。

現在の船着き場

祠を遷した後、残された台座
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西宮市制 100 周年記念特集
鳴尾村が西宮市と合併して 74 年

年表でたどる鳴尾の歩み③
平成元（1989）年～令和7年
（平成・令和時代）

　鳴尾の平成時代は、種々の施設のオープンが続きま
した。阪神間の中間にあって、交通機関の利便性が増
す中、需要と供給のバランスが必ずしも一致せず、消
えてゆくものもあり、変遷の著しい時代であったと振
り返ることができます。
　平成７年の「阪神・淡路大震災」や平成 30年６月
の「大阪北部地震」、同年９月の「台風21号」襲来など、
自然の脅威による災害を防ぎきれない事態を経験し、
防災に対する意識が高まった時代でもありました。
　また、鳴尾地域の悲願でもあった南北の幹線道路を
遮断していた阪
神電鉄の軌道の
高架化が全てが
完成。踏切待ちの
渋滞がなくなり、
さらに生活環境
の利便性が高ま
ったといえます。
　鳴尾地域は、
特に少子高齢化、
地価の高騰化な
どが急速に進み、
対応を迫られる
時代に突入して
います。
　３回にわたっ
て編集してきた
近代鳴尾の 100年
を振り返りながら、これから先の100年でどのような
コミュニティー社会を築いていくべきかを考えてみた
いと思います。

年

　
　代

主   

な   

で   

き   

ご   

と

１
９
８
９

平
成
元

９
月
、鳴
尾
小
学
校
校
舎
建
て
替
え
工
事
始
ま
る（
平
成
３
年
７
月
竣
工
）

１
９
９
１

　
　
３

９
月
、阪
神
高
速
５
号
湾
岸
線（
大
阪
住
之
江-

神
戸
垂
水
区
間
）開
通

10
月
、鳴
尾
浜
臨
海
公
園
内
の「
市
民
の
森
」完
成

１
９
９
２

　
　
４

９
月
、学
校
週
５
日
制
始
ま
る

10
月
、健
康
運
動
施
設「
リ
ゾ
鳴
尾
浜
」オ
ー
プ
ン

１
９
９
３

　
　
５

２
月
、財
団
法
人
鳴
尾
会
が「
な
る
お
会
館
」竣
工
①

８
月
、浜
甲
子
園
運
動
公
園（
通
称
・
船
公
園
）内
に「
鳴
尾
球
場
跡
地
顕
彰
碑
」建
立

１
９
９
４

　
　
６

7
月
、兵
庫
県
立
甲
子
園
浜
海
浜
公
園
オ
ー
プ
ン

10
月
、鳴
尾
浜
に
プ
ロ
野
球
・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
２
軍
の
野
球
場
・
練
習
場
・
選
手
寮「
虎
風
荘
」開
場

１
９
９
５

　
　
７

１
月
17
日
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
し
、鳴
尾
地
域
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
る

１
９
９
８

　
　
10

５
月
、西
宮
市
立
鳴
尾
図
書
館
開
館
②

小曽根線・西開踏切

①なるお会館ロビーに
　飾られている陶板画

②
西
宮
市
立
鳴
尾
図
書
館

高架になった西開踏切

●診療科目　内科　循環器内科　消化器内科　血液内科　糖尿病 ・内分泌内科　腫瘍内科　腎臓内科　人工透析

内科　呼吸器内科　外科　消化器外科　小児外科　乳腺 ・内分泌外科　呼吸器外科　ペインクリニック外科　整形外科

リハビリテーション科　皮膚科　形成外科　泌尿器科　小児科　耳鼻いんこう科　眼科　産婦人科　放射線科　麻酔科

臨床検査科　病理診断科　救急科　歯科　歯科口腔外科

医療法人信和会　明和病院
〒663-8186　兵庫県西宮市上鳴尾町 4-31
TEL　　 0798-47-1767( 代表 )
　　　　 ０570-0-89470( 患者さん専用 )
ホームページ　https://www.meiwa-hospital.com

親切で信頼される病院を目指します
めいわリハビリテーション病院 /
明 和 キ ャ ン サ ー ク リ ニ ッ ク /
エレガーノ西宮･めいわクリニック/
訪問看護センター明和 / 居宅
介護支援事業所　併設

広告
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参
考
文
献
・
写
真
：『
鳴
尾
村
誌
』『
鳴
尾
・
西
宮
合
併
50
年
記
念
誌「
な
る
お
」』

⑶

年

　
　代

主   

な   

で   

き   

ご   

と

1
9
9
8

　
　
10

８
月
、甲
子
園
高
速
フ
ェ
リ
ー（
鳴
尾
浜
～
淡
路
島
津
名
間
）運
転
休
止

11
月
、中
学
２
年
生
の「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」全
県
実
施

2
0
0
1

　
　
13

５
月
20
日
、「
鳴
尾
・
西
宮
合
併
50
周
年
記
念
事
業
」実
施
③

2
0
0
2

　
　
14

３
月
、甲
子
園
競
輪
場
廃
止

11
月
、甲
子
園
浜
自
然
環
境
セ
ン
タ
ー
開
設

2
0
0
3

　
　
15

12
月
、西
宮
市
が
環
境
学
習
都
市
宣
言

３
月
、甲
子
園
阪
神
パ
ー
ク
73
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
④

　
　

５
月
、浜
甲
子
園
団
地（
浜
甲
団
地
）建
て
替
え
工
事
始
ま
る
⑤

2
0
0
4

　
　
16

11
月
、「
ら
ら
ぽ
ー
と
甲
子
園
」開
業

２
０
０
8

　
　
20

4
月
、西
宮
市
が
中
核
都
市
に
移
行

２
０
０
9

　
　
21

3
月
、ら
ら
ぽ
ー
と
甲
子
園
内
に「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
甲
子
園
」開
園

２
０
１
0

　
　
22

３
月
、全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
90
回
、選
抜
大
会
80
回
記
念
に

　
　 

優
勝
校
を
掲
示
す
る「
野
球
塔
」復
活

２
０
１
１

　
　
23

11
月
、阪
神
甲
子
園
駅
改
良
工
事
開
始（
～
2
0
1
7
年
12
月
）

２
０
１
３

　
　
25

8
月
、鳴
尾
浜
に「
ひ
ょ
う
ご
西
宮
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」開
業

２
０
１
7

　
　
29

３
月
、鳴
尾
連
合
自
治
会
が「
な
る
お
文
化
ホ
ー
ル
の
日
」制
定

２
０
１
８

　
　
30

６
月
、大
阪
北
部
地
震
発
生

８
月
、全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
が
1
0
0
回
記
念
大
会
開
催

９
月
、台
風
21
号
襲
来（
昭
和
25
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
と
ほ
ぼ
同
時
刻
、

　
　 

同
コ
ー
ス
、同
規
模
の
勢
力
で
通
過
）

２
０
１
９

　
　
31

３
月
、阪
神
本
線
・
甲
子
園-

武
庫
川
間
の
連
続
立
体
交
差
事
業
完
成
⑥

４
月
30
日
、平
成
・
明
仁
天
皇
退
位

２
０
１
９

令
和
元

５
月
１
日
、徳
仁
天
皇
即
位
、「
令
和
」始
ま
る

10
月
、阪
神
本
線「
鳴
尾
」駅
が「
鳴
尾
・
武
庫
川
女
子
大
前
」駅
に
改
称

２
０
２
０

　
　
２

１
月
、「
二
十
歳
を
祝
う
会
」を
初
め
て
阪
神
甲
子
園
球
場
で
開
催
⑦

　
　

11
月
、
健
康
運
動
施
設
「
リ
ゾ
鳴
尾
浜
」
閉
館

２
０
２
１

　
　
３

７
月
、武
庫
川
団
地
内
に「
赤
胴
車
の
あ
る
広
場
」完
成
⑧

２
０
２
４

　
　
６

８
月
、阪
神
甲
子
園
球
場
開
場
1
0
0
周
年
を
迎
え
る

２
０
２
５

　
　
７

４
月
１
日
、西
宮
市
制
1
0
0
周
年
を
迎
え
る

③ 鳴尾・西宮合併50周年記念誌 
『なるお』

④ららぽーと甲子園が建つ前の阪神パークの跡地

⑤更地状態の浜甲団地

⑦
阪
神
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
た

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

⑥小曽根線西開踏切・下り線が高架化

⑧赤胴車が運び込まれた武庫川団地広場
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　鳴尾東公民館・講堂で、市・美化企画課による、
令和8年度から実施されるごみの新分別区分と収

集回収の説明会が2月19日に開催されました。
　現在の分別区分・収集形態・収集回収の一覧表と新しい
一覧表を併記、比較した資料を基に、新しいごみ回収に

至った考え方
とその目的を
職員が分かり
やすく説明し
ました。
　東部処理場
と西部処理場
の 現 状 と 今
後、回 収 す る
ごみと資源の

大別、ごみの処理方法、資源の区分など家庭からでるさま
ざまのごみを多くの角度から分析して処理されているこ
とが理解できました。これからも新しい処理区分に協力
していきましょう。

　小松町自治会が３月12日、「ひょうご地域まちづ
くり活動賞」を受賞しました。これは「特殊詐欺被害防止
100日運動」に取り組
んだことが評価された
ものです。
　小松町自治会では、
自治会独自のポスター
や自治会だよりで啓発
を続けました。また、子
どもの声は高齢者も素
直に聞く耳を立てる傾
向 に あ る と の こ と か
ら、子どもたちも参加
して町内パトロールを行いました。
　さらに、特殊詐欺防止の講演会実施や高齢者世帯に「自
動通話録音機」の設置の確認と要請を行い、他にも自転車
用プレートの装着など、多岐にわたる活動を行いました。
樋口俊次自治会長は「この活動で自治会に対する信頼も高
まった」と話していました。

　2月末、陽気に誘われて春を探しに出かけまし
た。2丁目で手入れの行き届いた花壇を眺め、高須

西保育所園児の元気な声を聞き、赤胴車のある広場から
「にじのはし」へ。1丁目と2
丁目をつなぐ「にじのはし」
の花壇も手入れが行き届き、
色とりどりの春の花が咲き
誇っていました。
　赤胴車「メルカードむこが
わ」駅の改札口を抜けて周辺
を探索。スミレの葉っぱや至る所一面に広がるヨモギを見
て、春の息吹を感じることができました。高須東公園「さく

らの広場」のサクラは満開時、見応
えのある光景ですが、まだつぼみも
固く、冬の寒さに耐えているようで
す。アッ！！ なんと1輪のつぼみを
見つけ、何度も何度も確かめまし
た。間違いなく「ソメイヨシノのつ
ぼみ」！！ 気分は春満開です。

「ひょうご地域安全まちづくり活動賞」受賞

ごみの新分別区分説明会開催

春　みーつけた
編集委員がつづる高須の春

資
料
を
広
げ
て
、フ
ー
ン
な
る
ほ
ど
！

「にじのはし」の花壇

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
つ
ぼ
み

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

鳴
尾
東

小

　松

高

　須

広告
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　鳴尾中学校の地域交流室で3月2日、昨年10月に続
いて2回目の集いが開催され、55人の参加がありました。
　地域交流室の活用について、OB有志の永富康孝さん
（45期生）が会長を
引き受け、曲馬秀
樹さん、豊岡延宣
さん（ともに20期
生）が中心となっ
て「地域創生交流
有志の会・めいゆ
う（鳴友）」を立ち
上げ、ボランティ
アで活動しています。
　今回は、『宮っ子』鳴尾版の前田文信編集員による「鳴尾浦
におけるイワシ漁について」と、鳴尾の綿の伝え人・牧野保代
さんによる「なるお綿物語」の他、鳴尾のスイカ、イチゴ、ナタ
ネ、イチジクの商品作物についての講演がありました。

　スポーツクラブ21甲子園浜主催の第17回甲子園浜マ
ラソン大会が、２月９日、晴天の中、浜甲子園運動公園で
行われました。この大会は開催当初から「記録より記憶に
残る」をモットーに開催されています。
　オープニングパフォーマンスは、浜甲子園中学校吹奏
楽部による演奏で、大いに大会を盛り上げていました。今
年はランナーが452人、ファミリージョギングが120人、
そしてスタッフ160人が参加し、多くの老若男女がいい
汗を流し、楽しい1日となりました。

　　　　南甲子園スポーツクラブ21主催のモルッククラ
ブ「南風（なんぷう）」の発足記念体験会が、２月24日に南
甲子園小学校校庭で開催されました。
　武庫川モルックマメシーバやモルッククラブの皆さん、地
域の人が参加して、寒い中、1日を通してモルック競技を楽
しみました。

　モルック競技の発祥はフィンランド。木製の棒を投げ
て、12本あるピンの倒れ方で採点する軽スポーツです。
老若男女、年齢に関係なく楽しめます。

問い合わせ… 南甲子園スポーツクラブ 21 
会長 道中義一：090-3621-8308 
部長 岡　泰隆：080-6102-6560

　36年間使用し、老朽化したトイレの改築工事が
昨年７月から行われ、３月3日より利用が可能となりまし
た。
　男女別のトイレに加
え、多機能トイレが設置
されました。入り口の段
差などをなくし、車いす
使用者が利用できる広さ
や手すりを備え、おむつ
替えシートやベビーチェ
ア、靴を脱いでの着替えや荷物置き
などに利用できるフィッティング
ボードも設置されました。さらに、
防犯用の赤色灯も備えられまし
た。
　高齢者や子どもたち、子育て世代
など、誰もが利用しやすいバリアフ
リートイレになりました。

海・山・鳥・ビーチ
♪阪神間のミニホノルルマラソン♪♪

ワンコイン・チャリティー（あしなが育英会）

南甲子園スポーツクラブ21に
モルッククラブ「南風」が誕生

里中町「寿公園」里中町「寿公園」
多機能トイレに生まれ変わりました多機能トイレに生まれ変わりました

なるお昔語りの集い
～鳴尾と甲子園の昔を知っていますか？～

会
場
の
鳴
尾
中
学
校・地
域
交
流
室
に
て

ゴール目指して一斉にスタート

表彰式

青空の下、モルック棒を力いっぱい投げる「エイッ！」

景
観
も
整
い
ま
し
た

多
機
能
ト
イ
レ

鳴
尾
北 
鳴
尾
西

甲
子
園
浜

南
甲
子
園

広告
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②
い
つ
、ど�
こ
で
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い�

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」に
備
え
て

�

西
宮
市
総
務
局
防
災
危
機
管
理
課

�

担
当
課
長
　
松
田
成
弘�

さ
ん

演 

奏
曲
目
は
、 

「
黎れ
い

明め
い

」「
太
鼓 

囃ば
や

子し

」 

の
２
曲
。

　
市
内
の
中
学
校
で
、
和
太
鼓
部

が
あ
る
の
は
学
文
中
学
校
だ
け

で
す
。

　
和
太
鼓
部
の
皆
さ
ん
の
素
早

い
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
、
力
い
っ
ぱ

い
バ
チ
を
さ
ば
き
回
る
姿
は
実

に
素
晴
ら
し
い
！

　
会
場
で
は
力
強
い
太
鼓
の
連

打
に
興
奮
！ 

元
気
を
与
え
て
い

ま
し
た
。

③�

昭
和
歌
謡
シ
ョ
ー
　
　
　�

ひ
ょ
っ�

こ
リ
ー
ナ�

松
本
雅
美
さ
ん�

浜
埜
都
根
美
さ
ん�

比
嘉
啓
子
さ
ん

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
・
ラ
イ
タ
ー

の
ム
ー
チ
ョ
さ
ん
は
、
甲
子
園
町

の
自
治
会
長
で
、
地
元
を
音
楽
で

盛
り
上
げ
よ
う
と
発
起
！ 

音
楽
の

あ
る
街
「
甲
子
園
」
に
し
た
い
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
、
昨
年
と
阪
神
甲
子
園

駅
前
広
場
で
、「
こ
う
し
え
ん
ま
ち

な
か
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
、
地
元

の
人
々
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
昨
年
の
フ
ェ
ス
メ
ン

バ
ー
で
結
成
し
た
ア
カ
ペ
ラ
グ

ル
ー
プ
「
Ｍ
ｙ
　
Ｓ
ｋｙ
」
と
一

緒
に
、会
場
を
と
り
こ
に
し
ま
し
た
。

　３月15日に、なるお文化ホールで「鳴尾連合自治会のつどい」を開催しま
した。あいにくの雨天で寒い中、多くの人々が出席しました。入場者は478人。
　各地区の世話人の人々の慰労を兼ねて、楽しいひと時を過ごしました。芸
自慢の演者の人々の演出に、会場は大いに盛り上がり、楽しい1日でした。

　
楽
し
い
！ 

元
気
が
出
る
！ 

と

激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
、
市
外
・
県
外
と
活
動
範
囲

が
広
が
り
、
12
年
間
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
の
曲
目
は
、
テ
ー
マ
曲
に

始
ま
り
、『
街
の
灯
り
』『
越
後
獅

子
の
唄
』『
好
き
に
なった
人
』『
浪

花
節
だ
よ
人
生
は
』『
な
ん
と
な
く

な
ん
と
な
く
』『
ろ
く
で
な
し
』『
人

生
の
扉
』『
ヘッ
ド
ラ
イ
ト
・
テ
ー
ル

ラ
イ
ト
』
の
９
曲
。

　
会
場
の
皆
さ
ん
と
手
拍
子
で
心

も
弾
み
、
実
に
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
の
出
演
で
し
た
。

④�

ア
カ
ペ
ラ
ラ
イ
ブ
　�「
Ｍ
ｙ
　
Ｓ
ｋ
ｙ
」

ボ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
Ｍｙ�

Ｓ
ｋｙ
の

ム
ー
チ
ョ
さ
ん・イ
ナ
ミ
サ
ナ
エ
さ
ん・

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
さ
ん・あ
ら
い
よ
し
ひ
ろ
さ
ん・

く
ま
さ
ん

　
地
震
が
ま
た
最
近
増
え
て
き
て
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
不
安
の
中
、
常
に
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
身
の
回

り
の
必
需
品
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
必

要
で
し
ょ
う
。

　
巨
大
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は

次
の
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
・ 

慌
て
ず
姿
勢
を
低
く
し
ま
し
ょ

う
　
・
頭
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
・ 

動
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
お
心
得
く
だ
さ
い
。

　
津
波
警
報
や
避
難
指
示
が
出

さ
れ
た
ら
次
の
点
に
気
を
配
り

な
が
ら
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 
鳴
尾
御
影
線
よ
り
も
北
側
へ

逃
げ
る

・ 

津
波
避
難
ビ
ル
や
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
３
階

以
上
に
避
難
す
る

・ 

津
波
は
何
回
も
繰
り
返
し

襲
っ
て
く
る
の
で
、
津
波
警

報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
避
難

を
続
け
る

　
災
害
時
は
、
市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
防
災
ポ
ー
タ
ル
）で
情
報
が

得
ら
れ
ま
す
。

鳴尾連合自治会
会　 　長
川崎 洋光

心に響く和太鼓のリズムに、身も心も引き締まる

昔懐かしい曲に合わせて会場の皆さんも手拍子で♪会場に流れるきれいな5人のハーモニーにうっとり

第5回第5回第6回第6回

①��

学
文
中
学
校
の
和
太
鼓
演
奏�

「
一
打
入
魂�

」を
モ
ッ
ト
ー
に�

西
宮
市��

立
学
文
中
学
校�

和
太
鼓
部
の
皆
さ
ん
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　武庫川モルックマメシーバは、活動を始めて４年が経過し、
1700人を超えるメンバーがいます。これは、一つのスポーツ
チームに所属している人数としては世界最大級ではないかとも
いわれています。毎週の練習時には河川敷に三々五々メンバー
が集まり、楽しんでいます。河川敷を散歩している人も飛び入
り参加で楽しみメンバーになった人も！
　主催する甲子園リーグへの参加者も増え続け、全国から多く
の人が集まります。マメシーバのメンバーも毎回、好成績を収
めています。
　モルックは体力のない人でも障がいのある人でもできるスポ
ーツとして、老若男女問わず楽しめます。
　南甲子園スポーツクラブ21で新規開設されたモルッククラ

ブ、「南
なん

風
ぷう

」もマメシーバのメンバーが立ち上
げました。
　どんどん広がるモルックの輪！
　誰でもできるスポーツ、モルックを一緒に
やってみませんか。

武庫川モルックマメシーバ　代表　内藤　平
活動日時：基本的に毎週土・日曜日、祝日（大会開催時は休）１０時～
活動場所：武庫川河川敷（旧国道西宮側武庫川橋下）
問い合わせ：内藤　平　�TEL:090-6244-7606�

mail:mukogawamolkky@gmail.com

モルックとはモルックとは
　投げる棒をモルックといい、数字の書
かれた棒をスキットルといいます。モル
ックを投げてスキットルを倒します。倒
れたスキットルが１本ならスキットルに
書かれた数字を、複数倒れたら本数を
足していきます。最初に 50 点ピッタリ
になったら勝ち！ 50 点を超えてしまうと
25 点に減点され、ゲームは継続。スキ
ットルは倒れた所で立てていくので広が
っていきます。
　頭と体を使う奥の深いスポーツです。

　
地
域
活
動
功
労
者
表
彰
式
が
１

月
31
日
、
尼
崎
市
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、

南
甲
子
園

在
住
の
青

石
弘
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞
は
、
自

律
の
心
に
根
ざ
し
、
参
画
と
協
働

に
よ
り
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
優
れ
た
人
を
表
彰
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
お
け

る
実
践
活
動
の
高
揚
を
図
り
、

〝
美
し
い
兵
庫
〟
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
２

（
1
9
9
0
）年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
石
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
、

地
域
情
報
誌
『
宮
っ
子
』
の
編
集

活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
と
し
て
活
躍
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞 

（
知
事
賞
）、
受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

鳴尾地域　サークル活動めぐり ⑩鳴尾地域　サークル活動めぐり ⑩

武庫川モルックマメシーバ
～明日に向かって投げよう！広がるモルックの輪～

表彰を受ける青石さん（右）

広告

コープこうべ
キャラクター

受付時間

コープこうべ くらしの情報センター

このコードからもアクセスできます➡

火～土曜/8：30～19：00
日・月曜 /8：30～18：00

携帯電話・IP電話
0570-09-2100（有料） もしくは 06-7636-2000（有料）

（
無
料
）

固定電話・
公衆電話 0120-44-3100

ガイダンスに従って「1（宅配に関するお問い合わせ）」を選択ください

お申し込み・お問い合わせはコープこうべの宅配商品受取場所

めーむひろば
宅配の人気商品を決まった曜日・時間帯・場所で
受け取りできる宅配サービスです。

利用料

無料
検索めーむひろば

コープ西宮東で毎週火・金曜日（13時～17時）、
水・木・土曜日（13時～20時）に開催中！
※水・木・土曜日はセルフ方式となっております。

　  第390号 令和 7年 5月 1日コミュニティなるお⑺



鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

 「
な
る
お
寄
席
」 

六
代
目
笑
福
亭
松
喬
一
門
落
語
会

開
催
日：６
月
14
日（
土
）

日
　
時：14
時
開
演

�

（
13
時
半
開
場
）

会
　
場：な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

申
　
込：５
月
１
日（
木
）
～

�

20
日（
火
）必
着

定
　
員：1
0
0
人（
入
場
無
料
）

申
し
込
み
方
法：

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、人
数（
２
人
ま
で
）を
記
入
の

上（
記
入
も
れ
は
無
効
）、

〒
6
6
3-

8
1
8
4

西
宮
市
鳴
尾
町
３
丁
目
８-

７

な
る
お
会
館
ま
で
。

申
込
期
間
外
の
は
が
き
は
無
効
。応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、当
落

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ：な
る
お
会
館

☎
０
７
９
８・46・８
２
０
０

祝
日
を
除
く
火
～
金
曜
日
９
～
16
時

主
催：公
益
財
団
法
人 

鳴
尾
会

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

5 14 水 13:30～15:00 「地震のお話」
定員：100人　当日受け付け

大阪大学名誉教授　理学博士
松田　准一 鳴尾公民館

℡47－38386 ８ 日 14:00～15:00
「吹奏楽演奏会」　
～ファミリーコンサート IN なるお～
定員：100人　当日受け付け

サウスウィンド吹奏楽団

5 30 金 13:30～15:30
アコーディオン演奏による音楽鑑賞
～思い出の音楽でくつろぎのひとときを～
定員：60人　当日受け付け（開始20分前より）

音楽ユニット　レモングラス 鳴尾東公民館
℡49－1300

5 16 金 13:30～15:00
文化・芸術講座
The 2nd　そよ風ピアノコンサート
～いつも心に音楽を～音楽に酔いしれる時間を贈ります
定員：40人　当日受け付け

ピアノ奏者
木下　一美
アコーディオン
桑名　惠子

学文公民館
℡41－6050

★ 5 24 土 13:30～15:30

文化・芸術講座
「写真の上手な撮り方」デジカメビギナーを卒業しましょう
定員：14人　対象：中学生以上の初級者
申し込み：5/9（金）9：30より来館または、電話にて受け付け
持ち物：デジタルカメラ（スマホ不可）
※参加者による撮影体験あり

プロ写真家　今井　博子

6 １ 日 13:30～16:00
文化・芸術講座
第10回「学文寄席」～笑って笑ってほっこりと～
定員：80人　当日受け付け

関西大学落語大学
西宮支部

6 20 金 13:30～15:00
防災・安全講座
第４回防災講座 わがまちの「災害後の避難所生活」
定員：60人　当日受け付け

防災士　東　徹夫

5 12 月 14:00～15：30
医療・健康講座

「梅雨に向けて今から対策を！～むくみ、だるさ、対策薬膳～」
定員：50人　当日受け付け

ジン医院　漢方医　
松沢　祥子

高須公民館
℡49－1312★ 6 12 木 14:00～15:30

音楽講座「世界の名曲コンサート ～薫風～」
定員：100人
申し込み： 往復はがき（１通につき１人のみ有効）で下

記の事項を記入の上、申し込んでください
5/26（月）必着（応募多数の場合は抽選）

往信欄　宛先  〒663-8141 西宮市高須町２- １-35 
高須公民館 
新井俊稀　音楽講座係

　　　　裏面 講座参加者の住所、氏名、連絡先電話番号
返信欄　宛先 講座参加者の住所、氏名
　　　　裏面 白紙

声楽家　新井　俊稀

6 25 水 14:00～15:30 音楽講座「介護予防は歌声から」
定員：80人　当日受け付け

歌声喫茶　あかとんぼ　
米村　博美

【地域医療講座】講師：明和病院医師（明和病院の協力を得て開催している講座です）

5 21 水 14:00～15:30 認知症の話
定員：50人　当日受け付け

明和病院
中島　淳美
有賀　保博

南甲子園公民館
℡49－4741

6 30 月 14:00～15:30
地域医療講座

「難聴の話」
定員：60人　当日受け付け

明和病院　耳鼻咽喉科
部長　奥中　美恵子

鳴尾公民館
℡47－3838

宮
っ
子
３
・
４
月
号
で
案
内

し
た
内
容
と
同
じ
で
す
。

広告

第390号 令和 7年 5月 1日 　コミュニティなるお ⑻


